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嚢 胞 性 尿 管 炎 の1例
大阪市立大学医学部泌尿器科学教室(主任:前川正信教授)
仲谷 達也,辻野 孝,池 本 慎一 田中 寛
山本 啓介,岸 本 武利,前 川 正信
URETERITIS  CYSTICA  : A CASE REPORT
 Tatsuya NAKATANI, Takashi TsuJINo, Shinichi IKEMOTO, 
Hiroshi TANAKA, Keisuke YAMAMOTO, Taketoshi KISHIMOTO 
              and Masanobu MAEKAWA
From the Department of Urology, Osaka City University Medical School 
(Director: Prof. M. Maekawa)
   This is a case report on u patient with left renal stone and ureteritis cystica. The patient 
was a 57-year-old male, and he was admitted for a thorough examination of his renal stone. 
Many sharply-defined radiolucent filling defects were detected in the upper and middle ureter 
by retrograde pyelography, and he was diagnosed with ureteritis cystica.Since the patient had 
severe renal function damage, left nephro-ureterectomy was performed. This is the 29th case of 
pyeloureteritis cystica reported in Japan, and here in its clinical aspects are discussed.
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緒 言
嚢胞性腎孟尿管炎は内腔を移行上皮で被われた小嚢
胞を腎孟 ・尿管の粘膜下層に形成す る稀な疾患であ
る.今回われわれは左腎結石および左無機能腎に合併
した嚢胞性尿管炎の1例を経験 したので,若干の文献
的考察を加えて報告する.
症 例
患者:57歳,男性,会社員
主訴1左 腎結石の精査希望
家族歴 ・既往歴:特記すべき事項なし
現病歴:1986年1月に健康診断にて,腹 部異常石灰
化陰影を指摘されたため,精査希塾にて3月31日に当
科を受診 した.
現症:身 長160cm,体 重63kg、血圧106/74
mmHg,胸腹部理学的所見に異常は認めなかった。
検査成績:血液および生化学的検査にて異常を認め
ず,尿 所見は黄色混濁,潜 血(+),沈渣にて多数の
白血球を認め,尿細菌培養にてE・c・tiを検出した.
X線検査所見 ・KUBで は左腎部 に一致して25x
18mmの石灰化陰影を認めた.DIPでは右腎よりの
造影剤の排泄は良好で,右腎および右尿管に異常を認
めなか ったが,左 腎 よりの造影剤の排泄は認められ
ず,腎 陰影も明らかではなかった.RP(Fig.1)で
は,腎孟および腎杯は水腎症を呈し,腎孟尿管移行部
に狭窄像を認めた.また上部から中部尿管に米粒大の
辺縁整な多数の陰影欠損を認 めた.digitalsubtrac・
tionangiographyでは左腎動脈は著明に狭細化 し腎
内分枝は造影されなかった.
以上の検査結果 より,左無機能腎,左 腎結石に合併
した左嚢胞性尿管炎の術前診断のもとに9月22日に全
身麻酔下に左腎尿管全摘除術を施行した.
摘出標本所見:左 腎実質は著明に萎縮し,腎孟内に
表面不整,黒 褐色の結石を認めた.尿 管内腔には直径
2～4mmの多数の小嚢胞が存在した(Fig,2).
病理組織学的所見で小嚢胞は尿管の粘膜下層に存在
し,その内腔は伸展 された移行上皮からな り,嚢胞周
囲の間質にはリンパ球や形質細胞の浸潤をともなう慢
性炎症所見を認めた(Fig.3).
以上の所見より本症例は嚢胞性尿管炎であることが
確定診断された,
考 察
嚢 胞性 腎 孟 尿 管炎 は稀 な 疾患 で あ り1761年にMor・
gagnii)が報 告 して 以来,1980年のAskari2)の報告
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Fig.2.摘出標 本
Fig.3.組 織 像(H.E.染 色,×200)
,が
まで欧 米 で も約100例を 数 え る にす ぎな い.本 疾 患 に
おけ る嚢 胞形 成 の機 序 に 関 して は,Limbeck(1887)
やBrunn(1893)らの 上 皮細 胞 巣 説 が 最 も 有 名 で あ
るが,こ れ に 対 してStirling&Ash3)はmucosal
cryptの化 生説 を 唱 え て い る.そ の ほか ビ タ ミンA欠
乏や 先天 性要 素 を指 摘 す る報 告 もあ り,現 在 で もな お
発生機 序 に関 して は議 論 の あ る と ころ で あ る.
次 に本邦 に お け る嚢 胞 性 腎孟 尿 管 炎 の報 告 は1968年
の桐 山4)の第1例 以来,自 験 例 を 含 め て29例が 報告 さ
れ てい る ぐrable1).
本邦 報 告例 臨 床 像:
(1)年齢=37歳か ら77歳に お よび,60歳以上 の 症例 が
17例を 占め高 齢 老 に好 発 す る傾 向を 認 め る。
(2)性別:男 女 比 は 男性8例,女 性21例 と 女 性 に 多
い.
(3)患側:両 側 が8例,右 側 の み5例,左 側 のみ16例
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である.
(4)主訴:血 尿が8例 と最多で次いで熱発が6例,尿
混濁が5例,腰 痛が5例 であ り本症に特異的な症状は
報告されていない.
(5)診断:Tablelに示したように,X線 検査にて
本疾患が疑われたり診断された症例は29例中17例であ
り,特に片側性の症例では21例中10例と低くなってい
る,その原因としては本症に高率に合併する尿路結石
や慢性腎孟腎炎および二次的な腎孟尿管移行部狭窄な
どにより,患側の腎機能が著明に障害されている例が
多いためDIPだ けでは本症の診断は困難であること
や,またRPで も自験例のような典型的なmultiplc
smallpunched-outdefectsやscallopingofthe
ureteralmarginsといった所見が必ず しも認められ
るとは限らず,この場合に片側性の症例では腎孟尿管
腫瘍との鑑別が困難になる点があげられる,近年尿管
結石の治療の目的で普及しつつある尿管鏡は,X線的
に尿管腫瘍との鑑別が困難な症例の確定診断に有効で
あると思われ,今 後そのような報告例が増加すること
が予想される.
(6)治療:本邦症例の治療内容は29例中,腎 もしくは
腎尿管摘除を施行されたものが16例を占めている.そ
の うち腎孟もしくは尿管腫瘍の術前診断のもとに手術
を施行し,術後の病理組織学的検査にて本症との診断
が確定されたものは8例 である.
次に化学療法施行例は8例報告されている.本疾患
に対する化学療法の効果は本邦ではまだ症例数も少な
く,長期追跡報告例も認められないため明らかではな
いが,Ficrkcは5年の経過の後に嚢胞数の減少した
1例と,7年 の経過の後に全く変化の認 め られなか
った1例 の計2例を報告 している5)しかしなが ら
Richmond6)は本疾患の経過観察中に二次的に腺癌
の発生 した1例を報告してお り,また本邦において
も,膀胱腫瘍の合併例が報告73)されていることより,
化学療法を施行する際には定期的な尿細胞診やX線検
査などの施行が必要であると考えられる.今回われわ
れが経験 したようなX線的に本疾患の診断が容易であ
り,しかも片側性で患側腎機能が著明に低下している
例では腎尿管全摘除術が第一選択であると思われる.
結 語
57歳男性にみられた嚢胞性尿管炎の1例を報告する
とともに,本邦報告29症例に対しての考察を加えた.
本論文 の要旨は,1985年12月6日,第117回日本泌尿器科
学会関 西地方会で発表 した.
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報 告 者 症 例
1.桐 山196861歳 ♀
2.田 村196966歳 ♀
3,井 上197069歳 ♀
4.清 島197064歳 ♂
5.長 田197162歳 ♀
6.吉 田197153歳 ♀
7.浅 野197147歳 ♀
8,中 島197161歳 ♀
9.徳 原197352歳 ♀
10.徳原197337歳 ♀
11.徳原197343歳 ♀
12.小坂19ア366歳 ♀
13.井村197561歳 ♀
14.森197651歳 ♀
15.森197663歳 ♂
16.大北197651歳 ♂
17.柳沢197841歳 ♀
18.若月197960歳 ♀
19.若月197960歳 ♀
20.落司1980
21.]二藤1980
22.高橋1981
23.井上1982
24.河1982
25.河村1982
26.#ヒヰ寸1983
27.北見1983
28.米田1986
29.自験例
69歳 ♂
49歳 ♀
65歳 ♂
59歳 ♀
52歳 ♂
70歳♀
63歳♀
77歳 ♂
68歳♀
57歳 ♂
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Tablcl.嚢胞性腎孟尿管炎本邦報告例
主 訴 患側 術 前 診 断
左腎部仙痛 両
頻尿、残尿感、 左
尿混濁
肉眼的血尿 両
肉眼的血尿 左
浮腫、高血圧、血尿 左
尿混濁 両
発 熱 左
無症候性血尿 右
発熱、尿混濁 左
腰 痛 左
腹 痛 左
弛張熱 右
全身倦怠感 両
食欲不振
尿混濁 右
排尿困難、 左
肉眼的血尿
左腎部痙痛 左
尿混濁
肉眼的血尿 右
発熱、左側腹部痛 左
右腎結石の精査 左
全身倦怠感
不完全尿閉
左側腹部痛、発熱
顕微鏡的血尿
全身倦怠感、発熱
高血圧
DIPで異常陰影
発 熱
頻尿、肉眼的血尿
右水腎症の精査
左腎結石の精査
両
両
両
両
左
左
左
左
右
左
両側嚢胞性尿管炎、嚢胞性
膀胱炎、結石
左尿管腫瘍
両側嚢胞性腎孟尿管炎
膀胱癌
左腎尿管膀胱の乳頭腫症
左腎孟尿管腫瘍
両側嚢胞性尿管炎
左結石性膿腎症
左嚢胞性尿管炎
左腎結石
右尿管腫瘍、右萎縮腎
左慢性腎孟腎炎
左嚢胞性尿管炎
左腎結石、感染性水腎症
左腎結石、左尿管腫瘍
右尿管結石、右萎縮腎
嚢胞性膀胱炎
両側嚢胞性尿管炎
右腎孟尿管腫瘍
左腎孟腫瘍
結石、水腎症
右腎孟尿管腫瘍
左腎結石、左慢性腎孟腎炎、
左嚢胞性尿管炎
右腎サンゴ状結石、左完全重複
腎孟尿管、左嚢胞性尿管炎
左膀胱尿管逆流症
両側嚢胞性腎孟尿管炎
両側嚢胞性腎孟尿管炎
両側嚢胞性腎孟尿管炎
両側水腎水尿管症、
左腎孟結石
左嚢胞性腎孟尿管炎
左嚢胞性腎孟尿管炎
左腎杯憩室結石
左嚢胞性尿管炎
左多発性腎嚢胞、左萎縮腎、
左嚢胞性腎孟尿管炎
右不完全重複腎孟尿管
右嚢胞性尿管炎
左腎結石、左無機能腎、
左嚢胞性尿管炎
治 療
左尿管切石術+生検
左腎尿管全摘除術
膀胱部分切除術+膀胱
尿管新吻合術+生検
膀胱部分切除
腎尿管全摘除術
左腎尿管全摘除術
左腎尿管摘除術
右腎尿管摘除術
左腎摘出術
左腎摘出術
左腎摘出術
右腎尿管全摘除術
化学療法
右腎尿管全摘除術
左腎尿管全摘除術
左腎摘除術
右腎尿管全摘除術
左腎尿管摘除術
右腎切石術+化学療法
化学療法+腎瘡造設
化学療法
生検+化学療法
両側尿管皮膚痩
化学療法
化学療法
腎杯憩室切除術
十生検十化学療法
左腎尿管摘出術
尿管尿管吻合術
左腎尿管全摘除術
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